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(57)【要約】
　様々な例示的な実施形態において、毛髪の色の均一性
を決定する方法が提供される。本方法は、毛髪が描かれ
且つパラメータのうちの１つが色相であるパラメータセ
ットによって定義される色空間内でパラメータ化された
デジタル画像を提供する工程、変換された画像内の少な
くとも１つの毛髪分析領域を決定および／または定義す
る工程、少なくとも１つの毛髪分析領域内の色相分布を
決定する工程、および決定された色相分布に基づいて少
なくとも１つの色均一性値を決定する工程を含んでもよ
い。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪の色の均一性を決定する方法および装置であって、
　毛髪が描かれ且つパラメータのうちの１つが色相であるパラメータセットによって定義
される色空間内でパラメータ化されたデジタル画像を提供する工程、
　前記デジタル画像内の少なくとも１つの毛髪分析領域を決定および／または定義する工
程、
　前記少なくとも１つの毛髪分析領域内の色相分布を決定する工程、および
　前記決定された色相分布に基づいて少なくとも１つの色均一性値を決定する工程を含む
方法および装置。
【請求項２】
　前記デジタル画像を提供する工程が、元の色空間内でパラメータ化された元のデジタル
画像の前記色空間への変換を含んでもよく、前記元の色空間が、前記色空間とは異なる、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記色空間が、色相－彩度－明度色空間である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記色相が、色相環上の色角度によって定義される、請求項１～３のいずれかに記載の
方法。
【請求項５】
　前記決定された色相分布に基づいて少なくとも１つの色均一性値を決定する工程が、円
周分散を決定することを含む、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの毛髪分析領域を決定および／または定義する工程が、ユーザによ
って前記少なくとも１つの毛髪分析領域を定義することを含む、請求項１～５のいずれか
に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザによって少なくとも１つの毛髪分析領域を定義する工程が、前記毛髪分析領
域の位置および／または形状および／またはサイズを定義することを含む、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの毛髪分析領域を決定および／または定義する工程が、
　前記毛髪が表示される毛髪表示領域を決定すること、および
　前記毛髪表示領域の少なくとも一部を前記少なくとも１つの毛髪分析領域として定義す
ることを含む、請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの毛髪分析領域が、前記毛髪表示領域の全体を含む、請求項８に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの毛髪分析領域が、複数の毛髪表示領域を含む、請求項１～９のい
ずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数の毛髪分析領域が、それらの中心点位置において互いに異なる、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１２】
　さらに、前記毛髪分析領域の前記中心点位置に対する前記決定された色均一性値の関係
を作成する工程を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　さらに、前記決定された結果を表示する工程も含む、請求項１～１２のいずれかに記載
の方法。
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【請求項１４】
　前記決定された結果の表示が、前記デジタル画像の表示を含み、前記デジタル画像の前
記毛髪表示領域において、前記毛髪が前記色相によって表示され、前記毛髪表示領域の全
体が均一な彩度および均一な明度によって表示される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　毛髪の色の均一性を決定する装置であって、
　データ処理装置、および
　表示装置を含み、
　前記装置が、好ましくはアプリによって、請求項１～１４のいずれかに記載の方法を実
行するように設計されている、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪の色の均一性を決定する方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪を均一に着色することは、重要な美容目的を表すことができる。
【０００３】
　ファッションの意見を寄せることが求められている場合を除いて、例えばパッチまたは
縞を含む不均一な着色は望ましくない可能性がある。
【０００４】
　さらにまた、潜在的に均一な毛髪の着色から始めて、例えばＵＶ照射、洗浄プロセスな
どによって引き起こされる色の不均一性が経時的に発生する場合も同様に望ましくないこ
とがある。
【０００５】
　したがって、色の均一性は、重要な消費者関連のパラメータを表すことができる。
【０００６】
　色の均一性の評価、特に色の異なるヘアスタイルの色の均一性の比較、および／または
着色されたヘアスタイルの色の均一性が経時的にどのように発生するかについての評価の
ためにも定量的測定が望ましいことがある。
【発明の概要】
【０００７】
　様々な例示的な実施形態では、ヘアスタイルの色の均一性は、その後の色角度の統計分
析を伴う画像処理方法によって決定することができる目標パラメータを表すことができる
。
【０００８】
　様々な例示的な実施形態において、毛髪の色の均一性を決定する方法は、設備の費用を
ほんの少ししかまたは全くかけずに実行されることができる。例えば、本方法は、タブレ
ットまたはスマートフォン上のアプリによって実行されることができる。例えば、これは
、例えば毛髪のデジタル画像を記録するためのスマートフォンまたはタブレットを使用し
且つスマートフォン／タブレットによって決定される色の均一性により、専門家の助力な
しに且つ検査のための毛髪サンプルを提供する必要なしに、ユーザが自分の毛髪、例えば
自分のヘアスタイルの色の均一性を決定することができ、スマートフォン／タブレットは
、画像を外部のデータ処理装置、例えばクラウドに提供し、そこで決定された結果を受信
してユーザに表示するために、様々な例示的な実施形態において使用されることができる
。
【０００９】
　様々な例示的な実施形態において、毛髪の色の均一性を決定する方法が提供される。本
方法は、毛髪が描かれ且つパラメータのうちの１つが色相であるパラメータセットによっ
て定義される色空間内でパラメータ化されたデジタル画像を提供する工程、デジタル画像
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内の少なくとも１つの毛髪分析領域を決定および／または定義する工程、少なくとも１つ
の毛髪分析領域内の色相分布を決定する工程、および決定された色相分布に基づいて少な
くとも１つの色均一性値を決定する工程を含んでもよい。
【００１０】
　様々な例示的な実施形態において、デジタル画像を提供する工程は、元の色空間内でパ
ラメータ化された元のデジタル画像の色空間への変換を含んでもよく、元の色空間は、色
空間とは異なっていてもよい。
【００１１】
　様々な例示的な実施形態において、デジタル画像を提供する工程は、色空間内でパラメ
ータ化された画像の読み取り、例えばデジタル画像を記録するために使用されるカメラか
らの読み取りを含んでもよい。
【００１２】
　様々な例示的な実施形態において、色空間は、色相－彩度－明度色空間であってもよい
。
【００１３】
　様々な例示的な実施形態において、色相は、色相環上の色角度によって定義されてもよ
い。
【００１４】
　様々な例示的な実施形態において、決定された色相分布に基づいて少なくとも１つの色
均一性値を決定する工程は、円周分散を決定することを含んでもよい。
【００１５】
　様々な例示的な実施形態において、少なくとも１つの毛髪分析領域を決定および／また
は定義する工程は、ユーザによって少なくとも１つの毛髪分析領域を定義することを含ん
でもよい。
【００１６】
　様々な例示的な実施形態において、ユーザによって少なくとも１つの毛髪分析領域を定
義する工程は、毛髪分析領域の位置および／または形状および／またはサイズを定義する
ことを含んでもよい。
【００１７】
　様々な例示的な実施形態において、少なくとも１つの毛髪分析領域を決定および／また
は定義する工程は、毛髪が表示される毛髪表示領域を決定すること、および毛髪表示領域
の少なくとも一部を少なくとも１つの毛髪分析領域として定義することを含んでもよい。
【００１８】
　様々な例示的な実施形態において、少なくとも１つの毛髪分析領域は、毛髪表示領域の
全体を含んでもよい。
【００１９】
　様々な例示的な実施形態において、少なくとも１つの毛髪分析領域は、複数の毛髪表示
領域を含んでもよい。
【００２０】
　様々な例示的な実施形態において、複数の毛髪分析領域は、それらの中心点位置におい
て互いに異なっていてもよい。
【００２１】
　様々な例示的な実施形態において、本方法はまた、毛髪分析領域の中心点位置に対する
決定された色均一性値の関係を作成することを含んでもよい。
【００２２】
　例えば、ヘアスタイルにおける色の均一性の空間分布は、したがって、例えば特に高い
均一性を有するヘアスタイル領域の不均一な色相分布が識別されることができる場合に決
定されることができる。様々な例示的な実施形態において、これらの領域は、二次処理、
例えば二次着色を受けることができる。
【００２３】
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　様々な例示的な実施形態において、本方法はまた、決定された結果を表示する工程も含
んでもよい。
【００２４】
　様々な例示的な実施形態において、本方法はまた、例えば、毛髪着色の分野におけるヘ
アスタイルの作成および／または開発の範囲内で、決定された結果に基づいてヘアトリー
トメントを決定する工程および／または決定された結果を評価する工程を含んでもよい。
【００２５】
　様々な例示的な実施形態において、決定された結果の表示は、デジタル画像の表示を含
んでもよく、デジタル画像の毛髪表示領域において、毛髪は色相によって表示され、毛髪
表示領域の全体は、均一な彩度および均一な明度によって表示される。
【００２６】
　様々な例示的な実施形態において、毛髪の色の均一性を決定する装置が提供される。装
置は、データ処理装置および表示装置を含んでもよく、毛髪の色の均一性を決定する方法
を実行するように設計されてもよい。
【００２７】
　様々な例示的な実施形態において、データ処理装置および表示装置は、スマートフォン
またはタブレットの一部であってもよい。
【００２８】
　様々な例示的な実施形態において、装置は、アプリによって様々な例示的な実施形態に
かかる方法を実行するように設計されることができる。
【００２９】
　本発明の例示的な実施形態が図面に示されており、以下にさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１Ａ】図１Ａは、様々な例示的な実施形態にかかる、毛髪の色の均一性を決定する方
法において使用するための、ＲＧＢ色空間内でパラメータ化された、染色毛髪の画像の描
写を示している。
【図１Ｂ】図１Ｂは、図１Ａからの染色毛髪の画像のＢチャンネルの描写を示している。
【図１Ｃ】図１Ｃは、図１Ａおよび図１Ｂからの画像のＢチャンネルの強度値分布のグラ
フィカル描写を示している。
【図２Ａ】図２Ａは、様々な例示的な実施形態にかかる、色相チャンネルにおける図１Ａ
から図１ＣまでのＨＳＶ色空間に変換された画像の描写を示している。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａからの画像の色相チャンネルの強度／色相分布のグラフィカ
ル描写を示している。
【図３Ａ】図３Ａは、様々な例示的な実施形態にかかる、毛髪の色の均一性を決定する方
法において使用するための、ＲＧＢ色空間内でパラメータ化された、染色毛髪の画像の描
写を示している。
【図３Ｂ】図３Ｂは、図３Ａからの画像の色相チャンネルの強度／色相分布のグラフィカ
ル描写を示している。
【図４】図４は、ＲＧＢ色空間およびＨＳＶ色空間における色値の比較を有する表を示し
ている。
【図５】図５は、様々な例示的な実施形態にかかる、毛髪の色の均一性を決定する方法を
示すフローチャートを示している。
【図６】図６は、様々な例示的な実施形態にかかる、毛髪の色の均一性を決定する方法を
実行するためのデータ処理装置のグラフィカル描写を示している。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下の詳細な説明において、本出願の一部を形成し且つ本発明を実施することができる
特定の実施形態が例示として示されている添付の図面を参照する。この点に関して、「ａ
ｂｏｖｅ（上）」、「ｂｅｌｏｗ（下）」、「ａｈｅａｄ（前）」、「ｂｅｈｉｎｄ（後
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）」、「ｆｒｏｎｔ（前）」、「ｒｅａｒ（後）」などの方向の用語は、説明された図の
向きに関して使用される。実施形態の構成要素は、複数の異なる向きに配置されることが
できるため、方向の用語は、例示として使用されており、決して限定的なものではない。
本発明の保護範囲から逸脱することなく、他の実施形態を使用することができ、構造的ま
たは論理的な変更を加えることができることは言うまでもない。本明細書に記載の様々な
例示的な実施形態は、特に明記しない限り互いに組み合わせることができることは言うま
でもない。したがって、以下の詳細な説明は、限定として解釈されるべきではなく、本発
明の保護範囲は、添付の特許請求の範囲によって定義される。
【００３２】
　本明細書では、デジタル画像は、例えばｘ軸およびｙ軸を有する座標系においてデータ
処理システムによって画像ドット（画素とも呼ばれる）の二次元（平面）配列として表示
されることができるデータパケットを意味すると理解されることができ、各画像ドットは
、ｘ、ｙ座標対としての少なくとも１つの画像位置と強度情報とを含み、強度情報は、例
えば、モニタの画素または印刷画像の印刷ドットの色として表示されることができる。デ
ジタル画像は、例えば、デジタルカメラを使用して記録された写真、またはデジタルカメ
ラを使用して記録されたビデオシーケンスの個々の画像とすることができる。
【００３３】
　「色」は、本明細書では、色相（すなわち、「実際の色」であると考えられるものであ
ると理解されることができるスペクトル色印象）、色強度（すなわち、例えば、彩度、色
彩度、精彩、色度または色深度とも呼ばれるニュートラルグレーと比較される色の濃さ）
および明度または暗さ（すなわち、色の明るさまたは暗さ）の間の協同を意味すると理解
されることができる。
【００３４】
　カラーディスプレイの場合、色は、色空間内でパラメータ化されてもよい。
【００３５】
　色情報（例えば、基本毛髪色とも呼ばれる着色された毛髪または着色前の毛髪の毛髪色
情報）が由来するかまたは色情報が表示される従来の色空間は、決定または表示される色
が、色が決定または表示される媒体（例えば、色測定装置、スクリーン、プリンタ、スキ
ャナ、人間の目など）とは無関係であるようなものである。色空間は、例えば、Ｌ＊ａ＊
ｂ＊色空間であってもよい。ここでは、色相は、例えば２つのパラメータａ＊およびｂ＊
によってパラメータ化されることができる。
【００３６】
　さらなる従来の色空間は、例えば、特に多色印刷の分野において使用され且つシアン、
マゼンタ、イエローおよびブラックの４つの色チャンネル（色深度、キー）に対応する基
本カラー印刷における色をパラメータ化する減法色モデルに基づくＬ＊ａ＊ｂ＊色空間、
またはＣＭＹＫ色空間よりも、例えばモニタで使用される加法色に適している、ＲＧＢ（
パラメータ化された赤、緑、青）またはＣＩＥＬＵＶ（ここでは色相がＵ－Ｖ平面内でパ
ラメータ化される）色空間とすることができる。
【００３７】
　様々な例示的な実施形態を説明するために、色相が個々のパラメータを表すのではなく
２つ以上のパラメータの混合として表される全ての色空間を表すと理解されるべきである
ＲＧＢ色空間の比較がここでは使用される。
【００３８】
　図１Ａは、様々な例示的な実施形態にかかる毛髪の色の均一性を決定する方法において
使用するための（真青）染色毛髪１０２のＲＧＢ色空間内でパラメータ化された画像のグ
レースケール描写を示している。
【００３９】
　ここでは、着色毛髪１０２のカラー表示は不可能であるが、グレー値の空間分布と毛髪
構造との間の相関関係（上部に配置された毛髪の束／ストランドの領域は明るく見え、下
部に配置された毛髪の束／ストランドおよび毛髪の束が交差する領域は暗く見える）を考
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慮すると、毛髪１０２の色によって、照明領域１０２Ｈおよび陰に配置された領域１０２
Ｓを表すことを意図している、画像１００の各画像ドットが明るい画像成分と暗い画像成
分との少なくとも１つの重ね合わせを形成することができるグレースケール画像１００に
基づいてなおも見えてもよい。ここでは、照明されているために明るくなっている点と、
陰になっているために暗くなっている点とは、毛髪１０２の色とは無関係であり、したが
って、色の均一性とは無関係であるか、または少なくとも合成画像から色の均一性を決定
することを可能にしない。
【００４０】
　図１Ｂは、図１Ａからの（真青）着色毛髪１０２の画像１００の青チャンネル（Ｂチャ
ンネルとも呼ばれる）のグレースケール描写１０１を示している。
【００４１】
　ＲＧＢパラメトリック画像の青チャンネル内の青色毛髪の描写では、実質的に均一に青
く着色された画像が生じると仮定することができる（これは、グレースケール表示では均
一なグレー陰影を有する表示に対応することができる）。
【００４２】
　しかしながら、なおも顕著に照明されて図１Ｂの陰影内に配置された領域１０２Ｈおよ
び１０２Ｓ（すなわち、毛髪構造と明るい／暗い画像領域との相関関係）に基づいて、青
チャンネルにおける画像ドットの強度は、赤および緑チャンネルと組み合わせて、照明お
よび陰影領域１０２Ｈおよび１０２Ｓをそれぞれ明るいおよび暗いとして再現するように
変化することがわかる。
【００４３】
　図１Ａおよび図１Ｂからの画像のＢチャンネルの強度値分布（強度値に応じた画像ドッ
ト数）のグラフィカル描写を示す図１Ｃに基づいて青チャンネルにおける画像ドットの強
度の大きな変動幅も見ることができる。
【００４４】
　したがって、ＲＧＢチャンネルのうちの１つにおける描写は、パラメータ化されたチャ
ンネルのうちの１つに対応する色に染色された毛髪の色の均一性を評価するのには適さず
、茶色またはブロンドなどの色チャンネルの混合としてとにかく既に表示されるであろう
毛髪の色の場合、色の均一性の評価は、さらに少ない程度で可能であってもよいことが理
解できてもよい。
【００４５】
　図２Ａは、変換された画像の色相チャンネル表示２００をグレースケール描写として順
次示しており、変換された画像は、色相－彩度－明度値色空間（色相－彩度値（ＨＳＶ）
色空間とも呼ばれる）における変換によって図１ＡのＲＧＢ画像１００から様々な例示的
な実施形態にしたがって生成されたものである。
【００４６】
　図２Ａおよび図２Ｂの描写では、０°以上３６０°未満の角度として表すことができる
連続円色相値は、図２Ａにおける描写では異なる強度の２５６グレー値として示されてい
る２５６個の離散色相値を有する離散分布上に結像されることができる。
【００４７】
　色相チャンネル描写２００では、一方ではそれぞれ照明／陰影領域と明るい／暗い点と
の空間的相関関係をもはや有さず（図１Ｂにおいてはなおも存在し、図２Ａにおいては図
１Ａおよび図１Ｂと同じ点がマーキングされており、領域１０２Ｓは、もはや画像の平均
以上の暗い部分には存在せず、領域１０２Ｈは、もはや画像の平均以上の明るい部分には
存在しない）、他方では（意図的なストランドの製造および／または不適切なもしくは不
成功の着色とは別に）毛髪着色の典型的な均一性にむしろ対応してもよい、（グレースケ
ール描写として再現される）はるかに均一な色相値分布を見ることができる。
【００４８】
　これは、ＨＳＶ値（または例えばＨＳＢ、ＬＣｈなど、色角度を定義する他の色空間）
への変換によって、明度情報からの色相情報（色相）の完全な分離が達成可能であり、し
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たがって、色の均一性の個別検討が可能とされることができることを意味する。
【００４９】
　図２Ｂは、図２Ａからの画像の色相チャンネルの色相頻度分布（色相分布とも呼ばれる
）のグラフィカル描写２０１である。
【００５０】
　図２Ｂでは、幅が狭い色相値の実質的に単峰性の分布２３０を見ることができる。
【００５１】
　様々な例示的な実施形態では、少なくとも１つの色均一性値を決定するために、色相値
の分布が使用されることができる。
【００５２】
　例えば、色相分布の信頼区間ｄ、円周分散Ｓおよび／または角度偏差ｓとも称される標
準偏差（図ではＳｔｄ．Ｄｅｖ．によって省略される）を決定するために、統計分析方法
が使用されることができる。
【００５３】
　色相を個々のパラメータとして含み且つ毛髪の色の均一性を決定する方法が異なる例示
的な実施形態にしたがって使用されることができる、以下により詳細に記載される色空間
において、色相は、０°以上３６０°未満の角度として表されることができる。
【００５４】
　したがって、様々な例示的な実施形態において、色相分布の統計的分析に角度統計を適
用することができる。円周統計の助けを借りて、とりわけ、３５９°から０°までの遷移
を伴う均一性を回避することが可能であってもよい（そのような不均一性は、従来の線形
統計的方法の適用の場合、０°の便宜値の代わりに、１８０°のうちの１０°および３５
０°からの平均値をもたらすであろう）。
【００５５】
　様々な例示的な実施形態における色相に関連付けられた角度αｉは、最初に、二次元平
面における単位ベクトルに変換されることができる。
【数１】

平均角度

を得るために、単位ベクトルは、以下のように様々な例示的な実施形態において平均化さ
れることができる：
【数２】

【００５６】
　平均角度

は、必要に応じて例えば４象限による変換による９５％逆正接関数などの信頼区間の指定
によって、平均ベクトル

から決定されることができる。
【００５７】
　０から１の間にあることができるベクトル長
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【数３】

は、色の均一性が大きいほど、色相に関連する角度は互いに近くなり、ベクトル長Ｒがよ
り長くなる（すなわち、１により近くなる）ことができることから、既に毛髪の色の均一
性の尺度を表すことができる。
【００５８】
　円周分散は、色の均一性の尺度として様々な例示的な実施形態において提供されること
ができる。

【数４】

【００５９】
　これもまた、０から１の間にあるが、全て低くなるほど、角度は互いに近付く。
【００６０】
　さらにまた、角度標準偏差（角度偏差とも呼ばれる）は、色の均一性の尺度として使用
されることができる。

【数５】

【００６１】
　さらにまた、色相の分布、例えば散乱に対する尺度を提供する円周統計において知られ
ているさらなる値が使用されることができる。
【００６２】
　円周統計は、任意の適切なソフトウェアによって、例えばアプリなどの独立して作成さ
れたソフトウェアによって、または例えば提供されているソフトウェアパッケージ、例え
ばＯｒｉａｎａまたはＥＸＣＥＬツールＥＸ－Ｒｏｓｅによって実行されることができる
。
【００６３】
　デジタル画像において、図３Ａに示すように、毛髪表示領域３３４、すなわち、毛髪が
描かれている領域は、様々な例示的な実施形態にしたがって既知の方法によって決定され
ることができる。例えば、既知の方法は、例えばフォトショップ（登録商標）および他の
ソフトウェアパッケージにおいて通常行われているように、適用除外手続きを含むことが
できる。
【００６４】
　毛髪表示領域３３６は、毛髪１０２を描写し且つ複数の個々の領域に存在する連続領域
を形成することができるデジタル画像１００の複数の画像ドットを含むことができる。毛
髪領域が配置されることができる平面は、例えばデジタル画像のｘ軸およびｙ軸によって
決定されることができる。
【００６５】
　様々な例示的な実施形態において、少なくとも１つの毛髪分析領域３３６がデジタル画
像内で決定および／または定義されることができる。
【００６６】
　図２Ａおよび図２Ｂに示す例示的な実施形態において、毛髪分析領域３３６は、デジタ
ル画像の実質的に全領域を含み、矩形である。
【００６７】
　様々な例示的な実施形態において、毛髪分析領域３３６は、毛髪分析領域３３４の部分
領域を含んでもよい。
【００６８】
　図３Ａに示す例示的な実施形態において、図３Ｂに示す分布が決定された毛髪分析領域
３３６のうちの１つは、毛髪表示領域３３４の（矩形の）部分領域のみを含む。
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【００６９】
　様々な例示的な実施形態において、デジタル画像はまた、毛髪表示領域３３４に加えて
、例えば物体、身体部分などが表示されてもよいさらなる表示領域も含んでもよい。毛髪
分析領域３３５は、他の表示領域のどの部分も毛髪分析領域３３６に入らないように、様
々な例示的な実施形態において選択されてもよい。
【００７０】
　様々な例示的な実施形態において、毛髪分析領域３３６は、任意の形態をとってもよく
、例えば、毛髪分析領域３３６はまた、矩形（例えば、正方形）である以外に、三角形、
３本または４本以外の辺数を有する多角形、楕円、円であってもよくまたは任意の他の方
法で成形されてもよい。例えば、毛髪分析領域３３６は、毛髪表示領域３３４の全体を含
んでもよい。
【００７１】
　毛髪分析領域３３５が毛髪表示領域全体を含む様々な例示的な実施形態において、毛髪
分析領域３３６は、結果的に、例えば、単一の毛髪分析領域３３６としての複数部の領域
の場合であっても、線形領域の割合および／または線形領域の分布に対する値の決定のた
めなどの後の分析のために検査することができる一部または複数部の領域を有してもよい
。
【００７２】
　様々な例示的な実施形態において、少なくとも１つの毛髪分析領域３３６は、複数の毛
髪表示領域３３６を含んでもよい。様々な例示的な実施形態において、複数の毛髪分析領
域３３６のそれぞれは、例えば色均一性値を決定するときに、複数の毛髪分析領域３３６
のそれぞれの後の分析において検査されることができる。すなわち、毛髪の色の均一性に
ついての値は、複数の毛髪分析領域３３６のそれぞれに対して別々に決定されることがで
きる。
【００７３】
　様々な例示的な実施形態において、少なくとも１つの毛髪分析領域３３６の決定は、毛
髪表示領域３３４の決定と少なくとも１つの毛髪分析領域３３６の定義とを含むことがで
きる。
【００７４】
　例えば、少なくとも１つの毛髪分析領域３３６を定義することは、上述したように、例
えば所定の条件を含めて、データ処理装置によって例えば自動化された方法で、毛髪表示
領域の全体が毛髪分析領域３３６として定義される、および／または１つ以上の毛髪分析
領域３３６が定義されることができることを意味してもよい。例えば、毛髪分析領域３３
６のサイズおよび／または数は、例えばユーザによって事前定義されることができ、そし
て、毛髪分析領域３３６は、例えば、毛髪分析領域３３６の間の最小距離が維持され、毛
髪表示領域ができるだけ均一に覆われるなどのように、例えば適切なソフトウェアによっ
て自動化された方法で定義されることができる。
【００７５】
　様々な例示的な実施形態において、着色毛髪および／または無着色毛髪の色の均一性が
決定されることができる。
【００７６】
　様々な例示的な実施形態において、色の均一性は、着色前および着色後の双方で決定さ
れることができる。様々な例示的な実施形態において、結果に基づいて、例えば複数の着
色について、着色前の色の均一性と着色後の色の均一性との間の関係が決定されることが
できる。ここで、例えば白髪化の程度および／または毛髪への以前の損傷など、着色され
るべき毛髪を記述するさらなるパラメータが様々な例示的な実施形態に組み込まれること
ができる。
【００７７】
　様々な例示的な実施形態において、色の均一性は、時間の関数として決定されることが
でき、例えば、色の均一性に対する経時変化は、ＵＶ光への曝露後の特定の時間間隔にお
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いて１回の洗髪または複数回の洗髪後に決定されることができるなどである。
【００７８】
　様々な例示的な実施形態において、色相チャンネルは、例えばディスプレイ、例えばス
クリーンディスプレイを使用して、例えばユーザに表示されることができる。
【００７９】
　様々な例示的な実施形態において、色相チャンネルは、単に色相の差異が様々な画像ド
ットの異なる表示に寄与する可能性があるが、色相および異なる色相の距離に関して現実
的な表示が提供されることができるように、他のチャンネル（彩度、値）がマスクされた
状態で、ディスプレイに適した色空間（例えば、スクリーンディスプレイの場合はＲＧＢ
、プリンタの場合はＣＭＹＫ）に変換されて戻されることができる。
【００８０】
　様々な例示的な実施形態において、決定された色相に対応しない異なる色相は、色相チ
ャンネルの異なる色相（換言すれば、色相パラメータの異なる色相値）に割り当てられる
ことができる。したがって、例えば、小さな色相の差異を誇張して表示することを可能に
することができる。
【００８１】
　図４は、ＲＧＢ色空間およびＨＳＶ色空間における色値の比較を有する表４００を示し
ている。
【００８２】
　ＲＧＢ色空間は、３つの基本色（赤、緑および青）の加法混色によって色知覚をエミュ
レートする加法色空間であってもよい。
ＲＧＢからＨＳＶへの可能な変換は、以下のように記載することができる：
【数６】

【００８３】
　これらの式は、ＨＳＶ値のいくつかの特性を反映することができる。例えば、Ｒ＝Ｇ＝
Ｂの場合、Ｈは無関係であってもよく、したがって、定義により、Ｈ＝０である。Ｒ＝Ｇ
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＝Ｂ＝０の場合、Ｓは無関係であってもよく、したがって、定義により、Ｓ＝０である。
【００８４】
　様々な例示的な実施形態において、例えば、ＨＳＶ修正カラーモデルの代わりに、ＨＳ
Ｌ、ＨＳＢまたはＨＳＩが使用されることができる。
【００８５】
　ＨＳＬ色空間（ＨＬＳとも呼ばれる）は、色相（色角度とも呼ばれる）Ｈ、彩度Ｓ、お
よび明度Ｌによって構成されるパラメータを含んでもよい。しかしながら、ＨＳＶ色空間
とは対照的に、それは、ニュートラルグレーとして白と黒との間のグレー点に基づいても
よい。体色は、二重円錐、円柱、または六角柱として表示されてもよい。色相（精彩の値
）は、外側の位置に提供されてもよく、グレー点は、中央に提供されてもよい。明度Ｌ、
色彩度（精彩）Ｃ、および色相角ｈ°を有するＣＩＥ－ＬＣｈ°モデルも同様に構成され
ることができ、それにより、それは円柱座標で表示されるＬａｂ色空間にある程度対応す
ることができる。
【００８６】
　ＨＳＢおよびＨＳＩモデルは、比色分析および写真技術的再現の要求に合わせることが
できる。ここでも、Ｈは色相（精彩値）を表してもよく、Ｓは彩度を表してもよい。その
差異は、一方では明度の放射特性、例えば絶対明度Ｂを有するＨＳＢを有し、他方では光
強度Ｉを有するＨＳＩカラーモデルとしての第３の座標に関連してもよい。
【００８７】
　図５は、様々な例示的な実施形態にかかる毛髪の色の均一性を決定する方法を示すフロ
ーチャート５００を示している。
【００８８】
　様々な例示的な実施形態において、本方法は、毛髪が描かれ且つパラメータのうちの１
つが色相であるパラメータセットによって定義される色空間内でパラメータ化されたデジ
タル画像を提供する工程（５１０）、デジタル画像内の少なくとも１つの毛髪分析領域を
決定および／または定義する工程（５２０）、少なくとも１つの毛髪分析領域内の色相分
布を決定する工程（５３０）、および決定された色相分布に基づいて少なくとも１つの色
均一性値を決定する工程（５４０）を含んでもよい。
【００８９】
　図６は、様々な例示的な実施形態にかかる毛髪の色の均一性を決定する装置６００のグ
ラフィック描写を示している。
【００９０】
　様々な例示的な実施形態において、装置６００は、毛髪の色の均一性を決定するための
データ処理装置６６０を含んでもよい。
【００９１】
　データ処理装置６６０は、例えば、コンピュータ、タブレット、スマートフォン、ラッ
プトップ、スマートミラー、または様々な例示的な実施形態にかかるコンピュータ支援に
よる毛髪色相談のための方法を実行するのに適した任意の他のデータ処理装置であっても
よい。簡単にするために、本明細書におけるデータ処理装置６６０はまた、コンピュータ
６６０とも呼ばれる。データ処理装置６６０は、プロセッサ６６２、例えばマイクロプロ
セッサを含んでもよい。
【００９２】
　様々な例示的な実施形態において、装置６００は、毛髪の色の均一性を決定する表示装
置６６４を含んでもよい。
【００９３】
　表示装置６６４は、例えば、スマートフォンの画面、ＰＣの画面、ラップトップの画面
、スマートミラーの画面、または毛髪の色の均一性を決定する他の装置６００の画面であ
ってもよい。表示装置６６４は、例えば、毛髪の色の均一性を決定する方法、またはその
方法を実行するための入力パラメータを要求する方法などの結果を表示するために使用さ
れてもよい。
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【００９４】
　表示装置６６４は、第１のデータ接続部６７０によってデータ処理装置６６０に接続さ
れてもよい。表示装置６６４は、第１のデータ接続部６７０によってデータ処理装置６６
０とデータを交換してもよい。装置６００がスマートフォン、タブレットなどを含む場合
、表示装置６６４および第１のデータ接続部６７０は、装置６００に一体化されてもよい
。
【００９５】
　様々な例示的な実施形態において、装置６００は、毛髪の色の均一性を決定するカメラ
６６６を含んでもよい。
【００９６】
　カメラ６６６は、例えばユーザの毛髪などの毛髪１０２のデジタル画像１００を記録す
るように様々な例示的な実施形態にしたがって設計されることができる。
【００９７】
　様々な例示的な実施形態にかかる少なくとも１つのカメラ６６６は、デジタルカメラま
たはビデオカメラ、すなわち、複数の個々の画像を時系列として記録するように設計され
ることができるカメラ１０４を含んでもよい。
【００９８】
　様々な例示的な実施形態において、装置６００は、毛髪の色の均一性を決定するために
コンピュータ６６０とカメラ６６６との間に第２のデータ接続部６７４を含んでもよい。
例えばカメラ６６６の（例えば従来の）ソフトウェア制御のために、第２のデータ接続部
６７４によってコンピュータ６６０からカメラ６６６にデータが送信されることができる
。さらにまた、データ、例えばカメラ６６６によって記録されたデジタル画像は、第２の
データ接続部６７４によってコンピュータ６６０に送信されることができる。装置６００
がスマートフォン、タブレットなどを含む場合、カメラ６６６および第２のデータ接続部
６７４は、装置６００に一体化されてもよい。
【００９９】
　様々な例示的な実施形態において、例えばデータ送信によるなどの何らかの他の方法で
例えばデータ処理装置６６０がデジタル画像１００を提供する場合、毛髪の色の均一性を
決定する装置６００において、カメラ６６６を省くことが可能である。
【０１００】
　データ処理装置６６０は、例えば既知の方法で受信した画像において毛髪表示領域を決
定するために且つ様々な例示的な実施形態について上述したようにそして毛髪の色の均一
性を決定するために、例えばプロセッサ６６２を使用して、画像処理ソフトウェアによっ
て、カメラ６６６からまたは何らかの他の方法で受信した画像を処理するように設計され
ることができる。画像処理ソフトウェアは、様々な例示的な実施形態においてアプリを含
むことができる。
【０１０１】
　様々な例示的な実施形態において、データ処理装置６００は、データ処理装置６００に
情報を提供するための入力装置６６８、例えばキーボード、マウス、表示装置６６４のタ
ッチセンシティブ面などを含んでもよい。
【０１０２】
　入力装置６６８は、第３のデータ接続部６７２によってデータ処理装置６６０に接続さ
れてもよい。入力装置６６８は、第３のデータ接続部６７２によってデータ処理装置６６
０とデータを交換してもよい。装置６００がスマートフォン、タブレットなどを含む場合
、入力装置６６８および第３のデータ接続部６７２は、装置６００に一体化されてもよい
。
【０１０３】
　本方法のさらなる有利な実施形態は、装置の説明から明らかになり、またその逆も成り
立つ。



(14) JP 2020-504809 A 2020.2.13

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２Ａ】
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【図３Ｂ】
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